特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年２月23　３９６号
第29回京都木津川マラソン大会　出席25人　山田屋の弁当と缶ビール1本（その他持込み少々あり）　深田理事長の挨拶の後　全員が自己紹介を兼ねて　感想を述べあった。話合った内容は次の通り。
●緑虫やホンダワラ等新エネルギーについて説明を求める。答え　炭酸ガスを吸う、砂漠の緑化に役立つ、効果が期待されるが、国政が動かない。杉花粉について　戦後の植林、安い木材の輸入、杉林の生育、農林省と厚生省との縦割り、国民病と言われている。●会場暖房　長くて太い槇だったので短くする　スタートの整列係を無難にやりこなせた。材料の家屋解体木（釘抜き作業大変）に少し苦情を聞く。枚方市へ軽トラ3台貰い受けに行く　かなり残薪が出る　炭焼きで処理する　●スタート　2名の指揮者の指示に従って15名が担当　無事任務を果たす。●参加型マラソン（スタッフ）あらゆる面で大きな効果がある。優れた方式だ　是非継続開催を望む。●駐車場　無線係が横着　駐車券なしで進入（顔パス）　スタッフ全員　きちんと駐車券の表示を渡すこと。現地で当日朝の突っ込み車輛の増加がみられる　（100台程度）　予約制度の徹底強化？　市役所での当日受付の役割は何か、駐車係体制の流れが見えない。現地での判断処理が可能な体制を取り入れてほしい（領収書の発行等も含む）。受付名簿を・あいうえお順と・受付番号順の2種類を用意してください。シルバーの人が役割をよく果たしてくれた。●タクシー　車待ちで行列ができた　返金(15人)せざるを得なかった　台数が少なく苦情が発生した。スタート時間に遅れる危険もあった　選手にあせりを強いた。●更衣室・荷物預かり所の前に　タクシー発着所の設置を望む声が多くあった。●ユニホームを着ていると　沢山の質問が寄せられる　会場図等簡易な説明資料の配布を希望する。総合案内書の設置を強く望む　設置場所の明示をスタッフに周知　想定Q&Aをつくること　１ランナー用　２応援用　３見物人用　４スタッフ用　　５ボランティア用など、荷物預かり所が遠い。●府営団地連合自治会　次年度は応援体制を募集する　継続開催を強く望む。●エイド　　　20人体制で万全だった、トイレの利用には列ができていた　飴が不人気　筋肉痛スプレイが大人気　給水タンク据え置きで安心して給水が可能になった　スタッフ予定者のうち2名が体調不良（膝痛）で欠員。●松美建設　架橋の設置と撤去（重機を持込み・丁寧な作業）　土嚢100袋提供　竹200本野切り出し　大いに助かる。●コース整備　土嚢80袋を使用（土嚢の提供で　前作業業の軽減となり助かる）。
木津川展　12日方19日　1週間　各種の専門家的な人が大勢参加してきた。初心者や子どもの参加が昨年より減少。それでも昨年236人に比べて250人と増加。3回目になったが、参加者の顔ぶれに変化があった。毎年の開催なので、目新しい展示になりにくく、魅力の掘り起こしや、今年の特長やPR方法の改善が必要であろう。この取組みがあって活動団体の交流の場が実現し、各団体の活動への理解が深まり、新しい人間関係が育まれている。初心者にわかりやすいものと専門的な発表の調和をどのように図るのかが明らかになった。次の第4回目に向かって、できるだけ早く身近なところからねらいを決めて、参加団体の方々に具体化をお願いできるようにしたい。里山の会としては繋がりが始まった諸団体との絆を大切に、積極的に活動案内を届け、先方の活動にも参加できればと思います。
農業塾の打合せ会議21日に開かれる　5人の皆さんで今年の作付けプランが検討されました。青代茂治里山農園代表は、元気に楽しく、いくらかでも作物が現金になり、必要経費の補充ができると、励みになる、しっかりした計画を立てましょうと、張り切っておられます。
22日の事務局会への報告では、ジャガイモの種は購入できた、次に土こしらえをしましょう。堆肥を散布するので本日の事務局会議の後、袋詰め作業に協力して欲しいと要望がありました。1時から5人で袋詰めをして里山農園に運びしました。ご苦労様でした。
これから毎週水曜日と木曜日の午後1時から軽作業を行います。どなたでも気軽に畑にお越しください、天気の日には軽作業をしながらよもやま話もできるような楽しい運営をと言った意見がありました。このようなことは、参加された皆さんがいろいろ知恵を出して楽しい運営が始まるでしょう。楽しみにしています。
会員増やし250人まで7人になりました。木津川展で2名加入、男の料理サークルで1名が加入戴きました。全会員の皆さんのご協力をお願いします。ここまで来たらもう少しで届きます。是非一声かけていただき、一気にやりきりましょう。

事務局会議でなぜ会員増やしを（250人）というのですかとの素直な質問がありました。15年前に250人の会員にしよう、会費が唯一の活動資金なのだから、そして「自然を大切にする仲間の輪を大きくする」をスローガンに掲げました。貴重な植物を発見しても公表できないジレンマに陥りました。知らさなければ大切にしてもらえないことから多くの人々を会員になってもらえば、盗掘等を心配しなくて済みます。すなわち世論を大きくうねるようにしなければ貴重な植物や生きものの保全が出来ないのです。一人でも多く自然を大切にする会員を増やすことが必要なのです。どうかよろしくおねがいします。（木津川の保全管理している明示杭や縄張りから話が進みました）
	3月3日　第16回自然と環境講演会　多くの皆さんのご参加をお願いします。

一人でも多くの方々にご案内をお願いします。

講師は元小中学校の校長先生を歴任　中津川敬朗氏です。演題は「木津川の歴史と地域」です。

京田辺市中央公民館　市役所の前　　午後1時30分から16時20分まで


やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　//www.yamashiro-npo.jp.net/



























週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

